
江
戸
時
代
に
お
け
る
東
海
道
薩
垣
峠
道
の
変
遷
に
つ
い
て

長

睾
、
》
イ
b

桃

子

は
じ
め
に

て

し

ま

っ
て

い
る

た

め

、

た

い
と

考

え

る

。

不
明
な
部
分
も
多

い
が
、
可
能
な
限
り
本
来

の
ル
ー
ト
に
近
づ
き

薩
垣
峠
は
、
現
在

の
静
岡
県
静
岡
市
内

の
興
津
と
、
そ
の
東
に
隣
接

す
る
庵
原
郡
由
比
町

と

の
境
界
に
位
債
す
る
、
薩
睡
山
に
あ
る
峠

の
名
前

で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
こ
こ
に
東
海

道
が
通
り
、
駿
河
湾
と
富
⊥
山
を
望
む
景
観

の
美
し
さ
で
知
ら
れ
て
い
た
。
薩
垣
峠
を
描

い

た
安
藤
広
重

に
よ
る
浮
世
絵
は
あ
ま
り
に
も
有
名

で
あ
る
。

薩
垣
峠
は
景
観
の
美

し
さ
と
同
時

に
、
通
行
の
難
所
と
し
て
も
知
ら

れ
、
数
度
に
わ
た
り

街
道

の
付
け
替
え
工
事

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
東
海
道

に
お
け
る

「薩
垣
峠
道
」
は
、

へ
　

　

上
中
下
の
三

つ
の
道
筋

が
存
在
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
峠
道

の
変
遷
を
た
ど
り
、
各
道

の
ル
ー
ト
を
調

べ
る
の
が
こ
の
論
文

の
目
的

で
あ
る
。
ま
ず
第

一
章

で
は
江
戸
時
代
中
の
峠

道

の
変
遷
を
追

っ
て
い
く
。
ま
た
上
中
下
の
峠
道

の
各

ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
静
岡
県
教
育

　
ワ
ご

委
員
会

に
よ
る
歴
史

の
道
調
査

に
よ

っ
て
考
察
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
中
道

・
上
道

に
つ
い

て
は
、
疑
問
も
あ
る
。
第

二
章

で
そ
の
疑
問
点
に

つ
い
て
述
べ
、
第
三
章

で
当
時

の
峠
道
が

描
か
れ
て
い
る

『東
海
道
分
間
延
絵
図
』

及
び

『東
海
道
絵
図
』
を
使

用
し
て
、
年
代

の
異

な
る
絵
図
に
よ
る
道

の
比
較
を
試
み
た
。

薩
錘
峠
道

の
付
け
替
え
を
扱

っ
た
研
究
は
無
く
、
薩
垣
峠
関
連
の
本

に
記
述
が
少
し
あ
る

程
度
で
、
史
料
も
あ
ま
り
多
く
な

い
。
ま
た
、
現
在

の
峠
道
も
当
時
と
は
大
分
様
子
が
変
わ

っ

第

一
章

薩
唾
峠
道
の
変
遷

　
ヨ

　

『東
海
道
宿
村
大
概
帳
』
に
、

薩
垣
峠
登
り

ハ
西
倉
沢
村
よ
り
拾
八
町
程
、
下
り
興
津
川
手
前
洞
村
迄
拾
二
町
程
有
レ之

峠
也
。
往
古

ハ
海
岸
を
伝

へ
、
壱
騎
掛
.之
場
所
に
て
、
容
易
に
通
路
難
レ成
場
所
也
。
明

暦
の
比
波
高

ニ
テ
山
崩
、
今
の
山
腹
二
道
有
レ
之
候
処
。
其
後
も
年
暦
不

相
知

今

の
海

道
に
附
替
候
由

。

と
あ
る
よ
う
に
、
東

海
道

に
お
け
る
薩
垣
峠
道
と
は
、
由
比

・
興
津
両
宿
駅
の
問
に
位
置
す

ほ
ら

る
、
東
は
西
倉
沢
村

(現
由
比
町
西
倉
沢
)
か
ら
西
は
洞
村

(現
静
岡
市
清
水
区
興
津
東
町
)

ま
で
の
三
十
町

(約

三

二

一七
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
)
を
さ
す

(地
図

1
)
。
薩
垣
峠
道

に
は
上

中
下
の
三

つ
の
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
が
、
最
も
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て

い
た
の
が
下
道

で
、

こ
れ
は
実
際
に
は
峠
道

で
は
な
く
、
薩
唾
山
下
の
海
岸
を
通
る
道
で
あ
る

(地
図
1
①
)
。
山

下
道
、
古
道
と
も
呼

ば
れ
る
。
「
一
騎
掛

の
道
」
と
あ

る
よ
う

に
、
馬

で
は

一
頭
ず

つ
で
し

く
き
ざ
　き

か
通
れ
な

い
よ
う
な
、
狭
阻
な
道
だ

っ
た
。
こ
の
最
も
通
行

の
困
難
な
岬

の
部
分
は
軸
崎
と

呼
ば
れ
た
。
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響
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離

鵜

離夢∴
地図1薩j垂 峠道(ル ー トは 『東海道』より)

①薩j垂峠下道(山 下道)

②薩埋峠中道

③薩垣峠 ヒ道(内 洞道)

④薩j垂地蔵道

明
暦
元
年

(
一
六
五
五
)
、
徳
川
家
綱

の
四
代
将
軍
襲
職
祝
賀

の
た

め

の
朝
鮮
通
信
使
来

朝

に
際
し
て
、
薩
垣
山
中

に
街
道
が
開
か
れ
た
。

こ
の
時
、
薩
垣
峠
以
外
で
も
街
道

の
難
所

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

明
暦
元
年
朝
鮮
人
来
る
。
此
時
道
筋
難
所
の
分
大
方
平

に
成
、
箱

根
も
道
よ
く
な
り
、

薩
垣
坂
も
上
の
山
を
切
り
な
だ
ら
め
、
広
く
道
あ
き
替
り
、
山

の
中
段
を
通
る
故
に
、

ヘ
ユ

ぜ

是
よ
り
親
し
ら
す
子
し
ら
す
と
云
所
を
ば
通
ら
ぬ
な
り
。

『徳

川
実
紀
』

に
よ
る
と
、
明
暦
元
年
三
月
二
十
八
日
に
使
番
石
川

貴
成
、
書
院
番
妻
木

頼
熊
が
江
戸
か
ら
大
坂
ま
で
の
街
道
巡
視
に
向
か
い
、
同
年
四
月
十
五

日
小
姓
組
柘
植
正
直
、

江
原
親
全
、
佐
藤
吉
次
が
薩
睡
峠
道
作
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

使
番
石
川
弥
左
衛
門
貴
成
、
書
院
番
妻
木
伝
兵
衛
頼
熊
、
韓
聰
に
よ
て
、
大
坂
ま
で
道

橋

の
巡
視
に

つ
か
は
さ
る
暇
た
ま
ふ
。

(明
暦
元
年
三
月
二
十
八

日
条
)

小
姓
組
柘
植
右
衛
門
作
正
直
、
江
原
与
右
衛
門
親
全
、
佐
藤
勘
右

衛
門
吉
次
韓
聰

に
よ

　
ら

　

て
、
駿
河
薩
垣
峠
道
作
奉
行
命
ぜ
ら
れ
暇
給
ふ
。

(明
暦
元
年
四
月
十
五
日
条
)

こ
の
と
き

に
薩
垣
山
腹
に
切
り
開
か
れ
た

の
が
薩
唾
峠
中
道
で
あ
る
。
薩
垣
峠
を
通
る
中

ハ
　

　

 

道
が
で
き
て
以
後
、
東
海
道
に
お
け
る

「薩
睡
峠
」

の
呼
称
が
定
着
し
た
。
因
み
に
こ
の
頃

は
、
中
道
と

い
う
呼
称
は
ま
だ
無
く
、
新
道
と
呼
ば
れ
、
以
前
か
ら
あ

っ
た
山
下
道

(地
図

1
①
)
を
古
道
と
呼

ん
で
い
た
。

中
道
は

『駿
国
雑
志
』
に

[道
悪
し
」
と
あ
る
よ
う

に
、
坂
が
急
で
道
幅
も
狭

い
、
通
行

の
困
難
な
道
だ

っ
た
と

い
う
。
山
腹
を
通
る
道
も
海
岸

の
道
と
同
じ
く
難
所
だ

っ
た
わ
け
で

あ
る
。
ま
た
中
道
が
開
か
れ
た
後
も
、
風
が
な
く
、
波
が
穏

や
か
な
時
は
、
依
然
と
し

て
海

　
　

　

岸
を
通
る
下
道
が
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
道
路

の
修
理
普
請
も
、
古
道
と
新
道

つ

へ
　

　

ま
り
中

・
下
道

の
両
方
に
対
し
て
行
わ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
中
道
だ
け

で
な
く
、
天
候

に
応
じ
て
下
道
も
引
き
続
き
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
中
道

の
ル
ー
ト
に

つ

い
て
は
第

二
章
以
降

で
詳
述
す
る
。

中
道
が
開
か
れ
て

か
ら
約
三
十
年
後

の
天
和
二
年

(
一
六
八
二
)
、
五
代
将
軍
綱
吉
襲
職

祝
賀

の
た
め
、
再
び

朝
鮮
通
信
使

が
来
朝
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
直
前

の
延
宝
八
年

(
一
六
八

一
)

に
、
薩
埋
峠
道

で
は
高
波
に
よ

っ
て
中
道
と
下
道
が
崩
れ
て
お
り
、
通
信
使

来
朝
を
機
に
、
新
た
な
道

に
付
け
替
え
る
こ
と
と
な

っ
た
ら
し

い
。

拙
者
御
代
官
所
駿
州
薩
垣
古
道
新
道
二
筋
共
先
年
破
損
之
節
油
井
町
井
薩
睡
坂
近
所
之

百
姓
申
付
致
修
復
候

二
付
迷
惑
仕
右
之
者
共
御
訴
訟
申
上
候
二
付
其
段
被
聞
召
届
寛
文

五
巳
年
よ
り
為
道
料
大
破
之
年
は
御
扶
持
米
五
拾
石
小
破
之
時

ハ
米
百
俵
宛
油
井
町
江

毎
年
被
下
之
修
復
仕
来
候
所
二
延
宝
八
申
秋
高
浪
二
而
古
道
不
残
打
崩
申
候
故
右
御
扶

持
米
五
拾
石
を
以
古
道
築
立
申
儀
不
罷
成
候

二
付
新
道

一
筋
二
被
遊
坂
道
急

二
御
座
候

所
井
平
道
も
修
復
成
難
分
は
廻
り
道
仕
天
和
二
戌
年
御
入
用
を
以
坂
道
之
修
復
被
仰
付

候
依
之
最
前
被
下
置
候
道
料
之
儀
ハ
戌
年
よ
り
被
召
上
今
程
道
料
無
御
座
候
然
所
薩
垣

山
坂
道
弐
拾
六
間
之
分
山
之
手
迄
二
而
御
座
候
故
少
之
風
雨
こ
も
所
々
山
崩
出
石
ぬ
け

申
候
往
還
海
道
之
儀

二
御
座
候
得
は
少
も
難
指
置
奉
存
油
井
町
井
近
所
之
村
々
江
申
付

早
速
石
砂
取
の
け
さ
せ
通
路
滞
無
御
座
候
様

二
毎
度
申
付
候
ロ
ハ今
迄
ハ
人
足
出
石
砂
取

の
け
掃
除
等
を
も
仕
候
得
共
年
中
度
々
之
儀
二
而
候
不
得
は
百
姓
悉
迷
惑
仕
候
殊
油
井

町
は
御
伝
馬
役
そ
の
上
近
所
之
村
々
は
油
井
町
江
之
定
助
役
二
掛
合
難
儀
仕
候
段
年
々
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拙
者
方
迄
訴
申
候
二
付
今
度
佐
州
よ
り
御
帰
被
成
候
御
方
井
西
国
筋
御
巡
見
之
御
衆
中

江
も
右
之
段
々
申
上
候

何
分

こ
も
此
度
道
作
料
御
付
被
遊
被
下
候
様

二
奉
願
候
為
御
披
見
先
年
之
道
料
御
証
文

　
　

　

写
差
上
申
候

来
朝
前
年

の
天
和
元
年

(
一
六
八

一
)
十

一
月
二
十
八
日
に
勘
定
頭

の
大
岡
清
重
と
書
院

番

の
村
上
正
尚
が
駅
路
巡
察
を
命
じ
ら
れ
、
翌
年

の
二
月
三
日
に
江
戸

に
戻

っ
て
い
る
の
で
、

　
い

　

付
け
替
え
工
事
は
こ
の
後

に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

又
韓
使
ま
か
る
を
も

て
駅
路
巡
察
命
ぜ
ら
れ
、
勘
定
頭
大
岡
五
郎
座
衛
門
清
重
、
書
院

番
村
上
孫
八
郎
正
尚
暇
下
さ
る
。
勘
定

の
輩
も
同
じ
。

(天
和
元
年
十

一
月

二
十
八
日

条
)

勘
定
頭
大
岡
五
郎
座
衛
門
清
重
、
書
院
番
村
上
孫
八
郎
正
尚
は
東
海
道
巡
察
は
て
て
帰

　
ロ

　

り
、
と
も

に
拝
謁
す
。

(天
和
二
年

二
月
三
日
条
)

工
事

の
際
、
崩
れ
た
二
筋

の
道

の
う
ち
、
山
下
道

の
修
復

は
行
わ
れ
ず
、
峠
道

の
み
を
修

復

し
た
。
こ
の
時
坂
道

の
急
な
箇
所
や
、
平
ら
な
道
で
も
修
復

の
難
し

い
箇
所
は
、
迂
回
路

を
作

っ
て
付
け
替
え
た
。
こ
う

し
て
開
か
れ
た

の
が
薩
錘
峠
上
道
で
あ

る
。
こ
の
道
は
幕
末

に
再
び
下
道
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
東
海
道

の
本
道
と
し

て
通
行
さ
れ
た
。

上
道

の
ル
ー
ト
は

『東
海
道
分
間
延
絵
図
』
に
描
か
れ
て
い
る
道
と

ほ
ぼ
同
様
と
思
わ
れ

る
が
、
峠
を
降
り
た
後

の
洞
村
を
通
る
道
に

つ
い
て
は
、
上
道
完
成
後

に
付
け
替
え
ら
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
詳

し
く
は
中
道
と
同
じ
く
次
章
以
降
で
述
べ
て

い
き
た

い
。

第

二
章

峠
道

の
ル
ー
ト
に

つ
い
て
の
疑
問

前
章
で
薩
唾
峠
道
付
け
替
え
に

つ
い
て
の
流
れ
を
述
べ
た
が
、
そ

の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

『静
岡
県
歴
史

の
道

東
海
道
』

(以
下

『東
海
道
』
と
略
称
)

で
考

察
が
さ
れ
て

い
る
。

『東
海
道
』
に
よ
る
薩
埋
峠
道

の
ル
ー
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

下
道

(山
下
道
)

『東
海
道
分
間
延
絵
図
』

(以
下

『延
絵
図
』
と
略
称
)
の

「古
往
還
道

之
由
」
。
薩
埋
山
下
を
通
る
道
。
現
在

の
国
道

一
号
線
。
(地
図

1
①
)

中
道

明
暦
元
年

(
一
六
五
五
)

に
開
く
。
『延
絵
図
』

の

「古
往
還
」
。
西
倉
沢
坂
口
よ
り

そ
と
ぼ
ら

薩
垣
山
腹
を
縫

い
、
峠
越
え
後

に
外
洞
地
区

(海
側
)

へ
抜
け
る
。
(地
図

1
②
)

上
道

天
和

二
年

(
.
六
八
二
)
に
開
く
。
『延
絵
図
』

の
往
還
。
峠
越
え
後
、
中
道
か
ら

う
ち
ぼ
ら

分
か
れ
内
洞
地
区

(陸
側
)

へ
抜
け
る
。
(地
図

1
③
)

従
来
は
中
道
は
薩
埋
峠
山
腹
を
縫

っ
て
内
洞

へ
抜
け
る
ル
ー
ト

(
『東
海
道
』
で
上
道
と

し
て

い
る
ル
ー
ト
、
地
図

1
③
)
、
上
道
は
途
中

で
地
蔵
道
と
呼
ば
れ
る
、
薩
垣
山

の
名
称

の
由
来
と
も
な

っ
た
地
蔵
堂

(現
十
勝
院
)

へ
向

か
い
、
洞
村
北
に
位
置
す

る
薩
埋
村

(現

興
津
井
上
町
)
内
を
通
る
道

へ
合
流
し
、
薩
睡
村
を
抜
け

て
洞
村

へ
南
下
す

る
ル
ー
ト

(地

図

1
④
)
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
時

の
実
地
踏
査

で
従
来
の
説
と
は
違
う
経
路
が
想
定
さ

れ
た
。
上
道

が
地
蔵
道
を
通
ら
な

い
根
拠
は
、
『東
海
道
宿
村
大
概
帳
』
に
薩
垣
峠
は
西
倉

翫

沢
か
ら
洞
村

へ
の
道

と
あ
り
、
薩
睡
村

へ
行
く
道

で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。

『延
絵
図
』
の

2

峠
道
途
中
の
脇
道

の
注
記
に
、

村
道
薩
垣
地
蔵
江
道
法
四
丁
余
是
ヨ
リ
ニ
丁
程
先
梶
原
馬

ノ
足
跡
石

ア
リ

と
あ
る
の
で
、
こ
の
脇
道
が
地
蔵
道
に
あ
た
り
、
上
道
と
は
別
の
道
と
確
認
で
き
る
。

以
上
が

『東
海
道
』

で
想
定
さ
れ
て

い
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
上
道

の
ル
ー
ト
に

内
洞
道
が
含
ま
れ
て

い
る
が
、
内
洞
道
が
上
道
開
通
当
時
か
ら
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
駿
河
国

の
地
誌

に
は
内
洞
道

の
成
立
に

つ
い

て
違
う
年
代
を
記
し

た
記
事
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

洞
村
。
今
は
略

し
て
洞
村
と
云
、
此
村
南
海
岸

に
官
道
あ
り
し
が
、
天
明
三
年
卯
六
月

十
八
日
大
波
を

打
揚
て
、
民
家
没
し
官
道
崩
る
。
こ
れ
に
依
り
て
北
の
方
内
洞
と
云
所

を
切
開
て
官
道

を
開
き
、
民
家
を
も
引
移
た
り
。
さ
れ
ど
漁
夫
盤
濱
を
螢
も

の
十

の
二

三
は
奮
地
に
残

る
。
そ
の
後
も
ま
た
波

の
入
し
こ
と
あ
り
て
今
は
悉
移
た
り
。
(
『駿
河

　
セ

　
記

』
)



分
郷

元
洞
村
。
元
官
道
な
り
。
天
明
三
卯
年
六
月
十
八
日
大
波
に
て
民
家
没
し
官
道

　
ロ

　

崩
る
。
今

の
道

に
作

る
。
今
は
漁
塩

の
た
め
に
僅

に
三
四
家
あ
り

。
(
『駿
河
雑
志
』
)

　
ロ

　

　
ほ

　

　
め

　

こ
の
他

『駿
国
雑
志
』
、
『駿
河
志
料
』
に
も
同
様

の
記
述
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ

ば
、
東
海
道
は
も
と
も
と
洞
村
の
南
海
岸
を
通

っ
て
い
た

の
が
、
天
明

三
年

(
一
七
八
三
)

六
月
十
八
日
の
大
波

に
よ

っ
て
洞
村
及
び
同
村
を
通
る
官
道
が
破
壊
さ

れ
た
た
め
、
村
を
北

　
ぼ

　

方

の
内
洞
と

い
う
場
所
に
移
し
、
街
道
も
そ
ち
ら
に
付
け
替
え
た
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
も

と

の
村

の
あ

っ
た
場
所
に
は
製
塩
、
漁
労
を
営
む
者
が
何
件

か
残

っ
た
が
、
こ

の
場
所

が

『駿
河
雑
志
』
や

『延
絵
図
」

に
見
え
る

「元
洞
村
」
と

い
う
洞
村

の
分
郷
で
、
場
所
か
ら

す
る
と
外
洞
地
区

に
あ
た
る
。
対
し

て

『延
絵
図
』

で

「
洞
村
」
と
さ
れ

て
い
る
の
が
内

洞
地
区
な

の
で
、
津

波
被
害
に
よ

っ
て
洞
村

の
中
心
地
が

外
洞
か
ら
内
洞

へ
移
動
し
た
と

い
う

当
、
村

賠
、
洞

こ
と
だ
ろ
う
。

～峠薩

馨

』

ぜ

剰繍艇邪

鯉

髄

響

陳

撫

陀
調
地捧

つ
ま
り
、
街
道
は

天
明
三
年
ま
で
は
外
洞
を
通

っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
内
洞
を
通
る
道

に
付
け
替
え
ら
れ
た

の
は
そ
れ
以
降
な
の
で
、
天
和

二
年
に
開
か
れ
た
と
さ
れ
る
薩
垣
峠
上

道
に
、
内
洞
道
を
含

め
る
こ
と
に
疑
問
が
出
て
く
る
。
な
お

『東
海
道
』
で
は
天
明
三
年

の

事
項
に

つ
い
て
の
言

及
は
無

い
。

次
章

で
も
述
べ
る

よ
う

に
、

『東
海
道
分
間
延
絵
図
』
は
文
化

三
年

(
一
八
〇
六
)
に
作

成
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
前
述

の
と
お
り
、
天
和
二
年

に
上
道
が
で
き
て
か
ら

『延
絵
図
』

が
作
ら
れ
る
ま
で
の
問

の
天
明
三
年
に
、
峠
道

の
下
り
部
分
が
、
外
洞
道
か
ら
内
洞
道

へ
変

更
さ
れ
て
い
る
の
だ

と
し
た
ら
、
本
来

の
薩
垣
峠
上
道
は
、

『延
絵
図
』

の
本
道

で
は
な
く

「古
往
還
」

の
ほ
う

に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る

(地
図
2
、
地
図
3
)。

以
上

の
よ
う

に
、
私
は
天
和
二
年

の
付
け
替
え

の
後
、
天
明
三
年
に
も
う

一
度
付
け
替
え

が
行
わ
れ
た
と
考
え

、
そ
こ
か
ら
次

の
よ
う
な

ル
ー
ト
を
推
測
し
た
。
な
お
こ
こ
で
は
便
宜

上
天
和
二
年
に
開
か
れ
た
道
を
上
道
、
天
明
三
年
に
開
か
れ
た
道
を
内
洞
道
と
呼
ん
で
い
る
。

上
道

天
和
二
年
付

け
替
え
。
西
倉
沢
坂
口
か
ら
山
道
を
L
り
、
外
洞

へ
抜
け
る
道
。

『延
絵
図
』

の

「古
往
還
」

(地
図
1
②

)

内
洞
道

天
明
三
年
付
け
替
え
。
峠
を
越
え
て
か
ら
内
洞

へ
抜

け
る
道
。

『延
絵
図
』

の
本
道
。

(地
図
1
③
)

し

か
し
、
こ

の
よ
う

に

『東
海
道
』

で
中
道
と

し
て

い
る

園

ル
ー
ト
を
上
道
と
す
る
と
、
中
道

の
ル
ー
ト
が
問
題
と
な

っ
て

甜

く
る
。
こ
こ
で
再
度
中
道
に

つ
い
て
検
証
し
て
み
る
。

「3

ω
明
暦
元
年

(
一
六
五
五
)
に
朝
鮮
通
信
使
来
朝
を
機
に
新
た

図地

に
開
か
れ
た
。

鋤
そ
れ
ま
で
薩
垣
山
下
の
海
岸
を
通

っ
て
い
た
東
海
道
が
、
こ

の
と
き
初
め
て
峠
道
と
な

っ
た
。

鋤
中
道
と
下
道
を
併
用
し
て
い
た
。

一24一



㈲
天
和
二
年

(
一
六
八
二
)
に
上
道

へ
付
け
替
え
ら
れ
る
ま
で
の
約
三
十
年
間
使
用
さ
れ
た
。

以
上
吻

で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
道
と
は
海
岸
を
通
る
下
道

に
対
し

、
峠
を
通
る
道

で
あ

る
。
ま
た
個
に

つ
い
て
は
中
道
開
通
後
も
依
然
と
し
て
下
道
も
利
用
さ

れ
、
ま
た
道
路

の
修

理
も
中
道
下
道
の
二
筋
と
も
行
わ
れ
て

い
た
。
別

の
見
方
を
す

る
と
、

中
道
は
波
が
激
し

い

時
な
ど
、
下
道
が
通
行
不
可
能
な
場
合

に
通
る
、
バ
イ
パ
ス
の
性
格
を

持

っ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
し
か
し
㈲
の
と
お
り
、
中
道
は
明
暦
元
年

か
ら
天
和

二
年
ま
で

の
三
十
年

に
も
満
た
な

い
短

い
期
間
に
利
用
さ
れ
た
道
で
あ
る
。
街
道

が
上
道
に
付
け
替
え

　　

ら
れ
て
か
ら
は
修
復
も
行
わ
れ
ず
、
放
置
さ
れ
た
と

い
う
。
し
た
が

っ
て
上
道
が
で
き
て
か

ら
百

二
十
年
も
経
過
し
て
か
ら
作
成
さ
れ
た

『延
絵
図
』

の
頃
に
は
、

も
は
や
中
道
は
残

っ

て
い
な
か

っ
た

の
か
も
し
れ
な

い
。

そ
う
な
る
と

『延
絵
図
』

で
中
道

の
ル
ー
ト
を
た
ど
る
の
は
不
可
能

で
あ

る
。
な
ら
ば
、

『延
絵
図
』
以
前
に
作
成
さ
れ
た
東
海
道
分
間
絵
図
に
よ
る
中
道

の
検
証
は
可
能
だ
ろ
う
か
。

第
三
章

『東
海
道
分
間
絵
図
』
に
見
え
る
薩
垣
峠
道

本
章

で
は
、
峠
道

の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
三
種

の

『東
海
道
分
間
絵

図
』

の
比
較
を
交
え

て
述
べ
て
い
く
が
、
そ
れ
に
入
る
前

に
、
分
間
絵
図
と
は
何
か
、
ま
た
何
故
分
間
絵
図
を
利

用
し
て
薩
垣
峠
道

の
比
較
を
試

み
た
か
に

つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た

い
。

分
間
絵
図
と
は
、
江
戸
時
代

に
作
成
さ
れ
た
、
測
量
に
基
づ

い
て
方
位
、
縮
尺
を
正
確

に

記
し
た
絵
図
の
こ
と

で
、
東
海
道
を
描

い
た
分
間
絵
図
で
代
表
的
な
も

の
が

『東
海
道
分
間

延
絵
図
』
と

『東
海
道
分
間
絵
図
』

で
あ
る
。

へい
　

『東
海
道
分
間
延
絵
図
』

(以
下

『延
絵
図
』
と
略
称
)
は
文
化
三
年

(
一
八
〇
六
)

に
、

幕
府

の
道
中
行
政
を

つ
か
さ
ど
る
道
中
奉
行

に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
、

五
街
道
及
び
付
属
街

道

の
分
間
絵
図

の

一
つ
で
あ
る
。
全
十
三
巻
、
手
書
彩
色

の
巻
子
本
で
、
縮
尺
は

一
里
七
尺

一
寸

(
一
八
〇
〇
分
の

一
)
と
な

っ
て

い
る
。
同
図
は
幕
府
が
道
中
行

政
の
た
め
の
、
正
確

な
街
道
図
の
必
要
性

か
ら
、
幕
府
役
人
を
派
遣
し
て
詳
細
な
街
道
調
査
を
実
施
し
作
成
し
た

も

の
で
、
こ
れ
に
よ

っ
て
江
戸
後
期

の
東
海
道
な
ど

の
街
道

の
状
況
を
仔
細
に
把
握
す

る
こ

と
が
可
能
と
な

っ
て

い
る
。

　　

そ
れ
に
対
し
て
、

よ
り
古

い
時
期

の
東
海
道
が
描
か
れ
て
い
る
の
が

『東
海
道
分
間
絵
図
』
お
ち

(地
図

4
、
以
下

『分
間
絵
図
』
と
略
称
)
で
、
同
図
は
元
禄
三
年

(
一
六
九
〇
)
に
、
遠

こ
ち近
道
印
と

い
う
人
物

が
作
成
し
た
街
道
図
を
も
と
に
し
た
絵
図
を
、
さ
ら
に
旅
人
な
ど
の
道

中
風
俗
図
を
描
き
加
え

て
刊
行
さ
れ
た
。
今
回
利
用
し
た
絵
図
の
う
ち
、
出
版
目
的

で
作
ら

れ
た

の
は
同
図

の
み

で
あ
る
。

『分
間
絵
図
』
は
木
版
刷
り

の
折
本
形
式

で
全

五
巻
か
ら
に

な
る
。
同
図
の
縮
尺

は
三
分

一
町

(約

一
万
三
〇
〇
〇
分
の

一
)
に
な
る
。
ま
た
同
図
は
道

線
図

・
交
会
法
と

い
う
西
洋
流

の
測
量
術

に
基
づ

い
た
、
き
わ
め
て
正
確
な
道
中
図
で
、
出

版
当
時
か
ら
高

い
評

価
を
得
て
、
そ
の
後
も

長
く
刊
行
さ
れ
続
け

た
。

作
図
を
行

っ
た
遠

近
道
印
に

つ
い
て
は
深

　
ヨ

ソ

井
甚
三
氏
に
よ
る
研

究
が
な
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
彼
が
作
成
し
た

『分

間
絵
図
』

の
元
図
に
は
、
さ
ら
に
原
図
が
存

在
し
た
。
深
井
氏
は
、
そ
の
原
図
が
延
宝
年

間

(
一
六
七
三
～
八

一
)
に
幕
府
関
係
者
に

よ

っ
て
測
量
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
れ

の
最
も

忠
実
な
写
図
と
し

て
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

　ぢ

『東
海
道
絵
図
』

(地
図

5
、
以
下

『絵
図
』

と
略
称
)
を
あ
げ

て

い
る
。
深
井
氏
は

『絵

図
』
と

『分
間
絵
図
』

の
街
道
状
況
な
ど

の

描
写
に
類
似
点
が
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

両
図
が
同
じ
原
図
を

も
と
に
し
て
お
り
、
か

S一 ち 小"

懸 蕪
地図4『 東海道分間絵図』薩雌峠
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地図5『 東海道絵図』薩埋峠(抜 粋)

　
ゐ

つ

『絵
図
』
が
原
図
に
最
も
近

い
写
図
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

『絵
図
』

は
天
和
元
年
～
二
年

(
一
六
八

一
～
八
二
)
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
全

十
巻

の
手
書
彩
色

の
巻
子
本
で
、
縮
尺
は
正
確

に
は

い
え
な

い
が

一
分

五
間
程
と
さ
れ
て
い

る
。『絵

図
』
及
び

『分
間
絵
図
』
は
同
じ
原
図
を
も
と
に
し
た
街
道
図

で
は
あ
る
が
、
『分
間

絵
図
』

の
ほ
う
は
、
折
本
と

い
う
形
式
上
、
街
道

の
屈
曲
が
紙
面
に
収

ま
る
よ
う

に
修
整
が

ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
絵
図
作
成
に
あ
た

っ
て
、
元
禄
当
時

の
街

道
状
況
の
調
査
が
行

へ
ぬ

　

 

わ
れ
、
街
道
に
変
更
が
あ

っ
た
箇
所
に
は
そ
の
旨
の
注
記
が
加
え
ら
れ

て

い
る
。

こ
こ
で
重
要
な

の
は
、
両
絵
図
の
原
図

の
測
量
さ
れ
た
推
定
年
代
が

、
延
宝
年
間
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
薩
垂
峠
上
道
が
開
か
れ
る
直
前
で
、
ま
だ

中
道
が
通
行
さ
れ
て

い
た
頃
な

の
で
あ
る
。

つ
ま
り

『絵
図
』
及
び

『分
間
絵
図
』

に
描
か
れ
て
い
る
道
筋
は
薩

垣
峠
中
道
と
な
る
。

前
章

で

『延
絵
図
』

の
道
筋

は
上
道

及
び
内
洞
道
と
推
定
し
た
が
、
同
図
と

『絵
図
』
、

『分
間
絵
図
』
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
中
道
か
ら
上
道

へ
の
、
街
道
の
付
け
替
え
に

よ
る
変
更
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
な
お
比
較
に
は

『分
間
絵
図
』

よ
り
も
縮
尺

の
精
度

の
高

い

『絵
図
』

の
ほ
う
を
主
に
利
川
し
た
。

ま
ず

『延
絵
図
』

の
道
筋
を
見

て
い
く
。
繰
り
返
す
が
、
同
図
に
見
え
る
道
は
、
現
在
も

残
存
す
る
道
で
、
天
和

二
年
に
開
か
れ
た
薩
垣
峠
上
道
と
、
天
明
三
年

に
付
け
替
え
ら
れ
た

内
洞
道
と
推
定
さ
れ

る
。

薩
垣
峠
道
と
呼
ば

れ
る

の
は
、

『延
絵
図
」
中

の
西
倉
沢
村
か
ら
洞
村
興
津
川
手
前
辺
り

ま
で
の
区
間
で
あ
る
。
西
倉
沢
の
高
札
付
近
か
ら
山
道
に
入
り
、

一
番
坂
、
二
番
坂
と
坂
を

上

っ
て
い
く
。
道
は

「字
山
中
」
を
過
ぎ
た
頃
に
薩
埋
村

へ
通
じ
る
と
注
記
さ
れ
た
脇
道
が

こ

ぼ
う

あ
る
が
、

こ
れ
が
薩

垣
地
蔵
道

に
あ
た
る
。
さ
ら
に
進
ん
だ
先

の

「字
牛
房
坂
」
付
近
に
も

脇
道
が
あ
り
、
道
の
先
に
地
蔵
堂
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
道
も
先

の
地
蔵
道
と
同
じ
く
、

地
蔵
堂

へ
と
通
じ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
地
を
踏
査
す
る
と
、
現
在
も
こ
の
辺
り
に

牛
房
坂
と
呼
ば
れ
る
脇
道
が
残

っ
て

い
て
、
峠
道
か
ら
内
陸
側
に
山
を
下
り
、
東
名
高
速
道

路
に
突
き
当
た

っ
た

と
こ
ろ
で
直
進

で
き
な
く
な

っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
も
と
は
そ
の
ま

ま
地
蔵
道
に
合
流
し

て
十
勝
院

(地
蔵
堂
)

へ
向
か

っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。

道
は
さ
ら
に
進
ん

で
、
「薩
垣
峠
」
を
越
え

て
下
り
坂
に
入
り
、
「
洞
村
」

へ
と
抜
け
る
の

だ
が
、

こ
の
道
は
天
明
三
年

に
付
け
替
え
ら
れ
た
道

で
、
後
述

の
よ
う

に
峠
越
え
後
に
本
道

か
ら
分
か
れ
、
「洞
村

之
内

字
元
洞
」

へ
続
く
、
「古
往
還
」
だ

っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

次
に
、
中
道
が
描

か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

『絵
図
』
、

『分
間
絵
図
』
を
見
て

い
く
。

両
図
は
作
成
さ
れ
た
年
代
は
異
な
る
が
、
同
じ
原
図
を
も
と

に
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
従

っ

て
街
道

の
道
筋
も
、
同
じ
道
が
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
縮
尺
は

「絵
図
』
の
ほ

う
が
細
か
く
、
道
筋

を
検
証
す
る
の
に
適
し
て
い
る
の
で
、
主
に
は

『絵
図
』
を
用

い
、
『分
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間
絵
図
』
は
補
助
的
に
見

て
い
く
。

さ
て
、
『絵
図
』

に
お
け
る
薩
垣
峠
道

の
道
筋
だ
が
、
ま
ず

「く
ら
さ
わ

」
町
並
端
か
ら

「
む

か
し
道
」

の
注
記
ま

で
の
ル
ー
ト
は
、

『東
海
道
』
に
あ

る
よ
う
な
山

腹
を
上
る
と

い
う
よ

り
、
山
の
下
を
通

っ
て
い
る
よ
う
な
描
写
が
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
は

『分
間
絵
図
』
も
同
様

に
見
え

る
。
他

の
山
道
の
描
写
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
、
両
絵

図

の
箱
根
山
中
部
分

(地
図
6
)
と
比
較
し
て
み
た
が
、
箱
根
山
中
の
道
筋
が
両
側
に
山
を
描

い
て
い
る
の
に
対

し
、
薩
垣
峠
道

で
は
、
片
側

の
み
で
、
も
う

一
方
は
海

に
な

っ
て

い
る
。
や
は
り
こ
の
部
分

は
、
山
下
の
海
岸
線
を
通

っ
て

い
る
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
確

か
に
倉
沢
の
町
並

の
終
わ

り

に
山
中

へ
入
る
道
が
あ
る
が
、

こ
の
道
が
本
道
な
ら
こ
ち
ら
を
主
に
し

て
描
く
は
ず
で
、

そ
れ
は
あ
く
ま

で
も
脇
道
と
考
え
ら
れ
る
。

『分
間
絵

図
』

の
道
も
、
原
図

の
脇
道
を
そ

の

盆

地図6山 道の描写(上 ・『絵図』 ド 『分間絵図』)

　
お

　

ま
ま
描

い
た
も
の
で
あ
り
、
中
道
も
し
く
は
上
道
と

の
関
連
は
無

い
と
思
う
。

街
道
筋
が
山
に
入

る
の
は
、
「
む
か
し
道
」

の
手
前
か
ら

で
あ
る
。
「む
か
し
道
」
す
な
わ

ち
下
道

の

「親
知
ら
ず
子
知
ら
ず
」
と
は
、
蘭
崎
を
通
る
箇
所

で
あ
り
、
通
行

の

一
番
困
難

な
場
所

で
あ

る
。
街
道
筋
は
こ
の
難
所
を
避
け
て
山

に
入
り
、
峠
を
越
し
て
い
る
。

『絵
図
』

に
は

「さ

つ
た
峠
」

の
手
前
に
も
脇
道
を
記
し
て
い
る
。
因
み
に
こ
の
道
は

『分
間
絵
図
』

に
は
描
か
れ
て
い
な

い
。
お
そ
ら
く
縮
尺
の
関
係

で
省
略
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
脇
道
が
、

『延
絵
図
』

に
描
か
れ
て
い
る
か
探
し
て
み
る
と
、
候
補
は
薩
垣
地
蔵
道
と
、
牛
房
坂
の
脇

道

の
二

つ
に
な
る
。

位
置
的
に
は
軸
崎
に
よ
り
近

い
後
者
の
ほ
う
が
適
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る

(地
図
7
)
。

再
び

『絵
図
』

の
道
筋

に
戻
る
が
、
街
道
は
峠
越
え
後
に

「
さ

つ
た
」
と
表
記
さ
れ
た
町

並
に
入

っ
て

い
る

(地
図
5
)
。
そ
う
す
る
と
こ

の
道
は
薩
唾
村
を
通

っ
て
い
る
よ
う

に
み

え
る
が
、
『分
間
絵
図

』
で
は
該
当
箇
所
は

「
ほ
ら
」
と
表
記
さ
れ
て

い
る

(地
図
4
)
。
加

え
て
ど
ち
ら

の
町
並

に
も
塩
釜
が
描
か
れ
て
お
り
、
海

に
而
し
な

い
薩
垣
村

で
は
製
塩
は
行

:3N

犬
潅
ぴ
∫
ゐ

り幽罵

辮噸
「延絵図』 卜 『絵図』)地 図7脇 道(上 ・
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わ
れ
て
い
な

い
の
で
、

『絵
図
』

の

「
さ

つ
た
」
は
洞
村

の
誤
記
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
前
章
で
の
考
察
か
ら
、
こ
の
洞
村
の
道
は
外
洞
を
通

っ
て

い
る
と
見
て
よ

い
だ

ろ
う
。

以
上
が

『絵
図
』
及
び

『分
間
絵
図
』

に
見
え

る
薩
垣
峠
道

の
ル
ー
ト

で
あ
る
。

こ
の

ル
ー
ト
が
中
道
だ
と
す
る
と
、
中
道

の
ル
ー
ト
は
、
親
知
ら
ず
子
知
ら
ず

の
岨
崎
手
前
ま

で

は
下
道
と
同
じ
く
海
岸
を
通
り
、
そ
こ
か
ら
山
の
斜
面
を
上

っ
て
牛
房

坂
付
近
で

『延
絵
図
』

の
峠
道
と
合
流
し
、
「古
往
還
」
を
通

っ
て
外

洞

へ
出
る
と
考
え

ら
れ

る
。
岨
崎
を
避
け
て

峠
越
え
を
す
る
以
外
は
下
道
と
共
通
す
る
た
め
、
旅
人
は
天
候

に
応
じ

て
山
道
か
海
岸
道
を

通
行
す
る
か
選
ん
で
い
た
こ
と
が
、
両
道
が
併
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
も
推
測

で
き
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
今
ま
で
検
証
し

て
き
た
薩
睡
峠

の
L
中
ド
三

つ
の
ル
ー
ト
を
ま
と
め
る
と
次

の

よ
う
に
な
る
。

A

.

下

道

B

.

中

道

C

.

上

道

D

.

上

道

こ
の
う
ち
下
道

の
ル
ー
ト
は
従
来

の
説
と
変
わ
ら
な

い
が
、

迂
回
す
る
ル
ー
ト
、

は
現
在

で
も
あ
る
程
度
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

お
り
、
絵
図
に
よ

っ
て
推
測
す
る
の
み
で
あ
る
。

付
け
替
え
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

江
戸
時
代
初
め

の
ル
ー
ト
。
薩
睡
山
下

の
海
岸
道
。

明
暦
元
年

(
一
六
五
五
)
に
新
設
。
曲
崎
手
前

で
山
肌
を
上
り
、
峠
越
え
後

に

外
洞

へ
出
る
道
。
開
通
後
も
下
道
と
併
用
。

天
和
二
年

(
]
六
八
二
)
に
新
設
。
西
倉
沢
坂

口
よ
り
山

腹
を
縫

っ
て
峠
を
越

え
た
後
、
外
洞

へ
抜
け
る
道
。

(内
洞
道
)

天
明
三
年

(
一
七
八
三
)
に
新
設
。
峠
越
え
後
内
洞

へ
抜
け
る
道
。

中
道

は
曲
崎
手
前

で
山
道
に

上
道
は

『東
海
道
』

で
は
中
道
と
し
て
い
る
ル
ー
ト
と
考
え
た
。
上
道

中
道

の
場
合
、
道

は
早
く
に
失
わ
れ
て

ま
た
今
回
上
道
開
通
後

に
も
再
度
街
道
の

よ

っ
て
薩
垣
峠
上
道
は
、
初
期

の
外
洞
を
通
る
道

と
、
後
期

の
内
洞
を
通
る
道

の
二
種
類
が
存
在
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
江
戸

初
期
に
東
海
道
が
薩

垣
峠
を
通
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
数
度
の
街
道
付
け
替
え
工
事
を
経

　
あ

　

て
、
よ
う
や
く
道
が
定
着
す
る
の
に
は
江
戸
中
期
ま
で
か
か

っ
た

の
で
あ
る
。

注(
1
)

『東
海
道
薩
垣
峠
ー
東
と
西

の
出
会
う
道
』
、
中
部
建
設
協
会
静
岡
支
所
、

、
九
九
四
年

(
2
)

『静
岡
県
歴
史

の
道

東
海
道
』
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
、

一
九
九

四
年

(
3
)

『近
世
交
通
史
資
料
集
四

東
海
道
宿
村
大
概
帳
』
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
ヒ
○
年

(4
)

『通
航

.
覧
』
第

、
一巻
、
鳳
文
書
館
、

、
九
九

、
年

(5
)
国
史

大
系

『徳
川
実
紀
』
第
五
編
、
吉
川
弘
文
館
、

、
九
六
五
年

(6
)
注

(
1
)
参

照

(
7
)
注

(1
)
参

照

(
8
)
手
島

日
真

『由
比
町

の
歴
史
』
、
由
比
文
教
社
、

、
九
七
.
一年

(
9
)
静
岡
県
疏

図
書
館
蔵

『由
比
家
文
書
』

(
▲
)
「
元
禄
四
未
年
閏
八
月
駿
州
薩
垣
占
道
新
道

.
、筋
破
損
、

の
た

め
道
作
料
御

下
附
願
」
。

(
10
)

『静
岡
県
史
』
通
史
編

三
近

世

、
、
静
岡
県
、

、
九
九
〇
年

(
11
)
注

(
5
)
参

照

(
12
)
桑
原
藤
泰
著
、
足
立
鍬
太
郎
校
訂

『駿

河
記
』
、
臨
川
書
店

、

、
九
ヒ

四
年

(
13
)
花
野
井
有
年

『駿
河
雑
志
』
、
東
北
大
学
狩

野
文
庫

本

(
14
)
阿
部
正
信
著
、
校
注

・
解
説

・
編
集
中

川
芳
雄

、
安

本
博
、
若
尾
俊
平

「駿
国
雑
志
』
、
古
見
書
店
、

、
九
七
ヒ
年

(
15
)
新
宮
高
平
著
、
橋
本
博
校
訂

『駿
河
志
料
』
、
歴
史

図
書
社
、

.
九
六
九
年

(16
)
た
だ
し
、

『駿
河
志
料
』

の
み
は
天
明
ヒ
年
と
な

っ
て
い
る
。

(17
)

『静
岡
県
史
』
別
編

一
、自
然
災
害
誌
、
静
岡
県
、

一
九
九
六
年

(18
)
内

藤
亀
文

『駿
遠
峠

の
占
道
』
、
名
文
堂
、

一
九
ヒ

、
年

(19
)
児

玉
幸
多

監
修

「東
海
道
分
間
延
絵
図
』
第
六
巻
、
東
京
美
術
、

.
九
し
九
年

(20
)
木

下
良
監
修

、
深

井
甚
三
解
説

『東
海

道
絵
図
集
成

(
.
一)
東
海
道

分
間
絵
図
』
、
昭
和
礼
文
社
、

、
]○
〇

一
年

・



(21
)
深
井
甚
三

『図
翁
遠
近
道

印
』
、
桂
書
房
、

、
九
九
〇
年

(22
)
木

下
良
監
修

、
深
井
甚
三
解
説

『東
海
道
集
成

(
一
)
東
海
道
絵
図

(1
)』
、
昭
和

礼
文
社

、
二
〇

〇
〇
年

(23
)
深
井
甚
三

「十
七
世
紀

に
お
け

る
東

海
道

の
景
観

と
沿
道

の
人

々
1

『東

海
道
絵
図
』

(国
会

図
書

館
蔵

)
と

『東
海
道

分
間
絵
図
』
を
と
お
し

て

」

『交
通
史
研
究
』
第

二
六
号

(24
)
注

(23
)
参

照

(25
)
上
道

に

つ
い
て
は
注
記
が
あ
る

の
み

で
、
絵
図

に
は
描
か
れ

て

い
な

い
。

(26
)
現
存

す
る
道
も
薩
垣
地
蔵
道
、
旧
東
海
道
、

さ
ら

に
山

下
の
国
道

一
号
線

と
ち

ょ
う
ど
三

つ
の
ル
ー

ト
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
上

・
中

・
ド

の
道
と

い
え
な
く
も
な

い
が
、
江

戸
時
代

の
呼
称
は

こ
れ
と
は
別

で
あ
る
。
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